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　　　　　1）Campus Life Support Room of Niigata Seiryo University
　　　　　2）Graduate school of Niigata Seiryo University,Department of Clinical Psychology　　
　　　　　3）Health center of Niigata Seiryo University　　　　
4）Niigata University The Institute of Education and Student Affairs Center for Student Affairs
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53Current status and prospects of student counseling and support organizations 
at universities and junior colleges in Niigata prefecture The first report
が必要であろう。設立してからの歴史がまだ浅い機
関にとっては、限界の見極め、アセスメントはより
重要な課題であると考えられる。サポート室でも、
独自のアセスメントツールとして「キャンパスライ
フサポート室におけるアセスメントと対応」を作成
し、相談担当者や関係機関の中で共通理解を図って
いる（山倉ほか,2011）。
　そして、自由記述の中で最も多く課題として挙げ
られていたのが、学内外の機関との連携についてで
ある。守秘義務と情報共有、学生に対する共通理
解、周知や利用促進への協力など、様々な話題から
学内連携の難しさが語られていた。裏を返せば、学
生を支援していくためにいかに必要であるかという
ことが語られていたともとれる。サポート室におい
ても、学内外の機関との連携については必要性を強
く感じており、架空事例を使った論文としてもまと
めている。（薄木ほか,2012）全国調査においても、
学内外の機関や職員との連携の強化を課題とする機
関が非常に多かったと報告されている。加えて、多
様化する学生に他機関と連携しながら多様な援助を
していくには、非常勤や他の役職との併任スタッフ
では困難であると感じている機関は少ないとも述べ
ている。カウンセラーの専任化と常勤化は連携の強
化を図るうえでも重要な課題であるとして捉えるべ
きではないだろうか。各大学・短期大学から挙げら
れた様々な課題は、本学のサポート室においても、
同様に取り組むべき課題として捉えていたものが、
多く挙げられていた。今後、本学のサポート室にお
いても、学内の学生相談・支援体制における機能や
学外の機関との連携については、関連する学内組織
や学外機関との協議を重ね、さらなる展開を進めた
い。
４．本調査の限界性
　今回の調査は、初めての試みということもあり、
回収率を上げるため質問項目の数を少なくした。学
生支援・相談機関の設置状況や活動の現状把握を主
とし、利用者が機関を利用した目的や相談内容につ
いての詳細な問は設けなかった。また、学生相談や
カウンセリングを専門とした機関であるのか、事務
的な仕事も含めた広い意味での学生対応や学生支援
の中で相談業務を行っている機関であるのかについ
ての明確な区別をせずに学生支援・相談機関として
回答をまとめた。そのため、結果が全般的な状況の
把握に留まってしまった。
　次回以降は、学生の相談を主とする学生相談機関
とその他の学生支援機関、心理的な専門性を持った
相談担当者とそうでない担当者など、あらかじめ明
確な定義に基づいて、はっきりと区別した回答によ
る調査を進めたい。さらに、具体的な機関としての
活動や来談の際の目的や相談内容内訳、実際の対応
などについて調査を進めたい。
Ⅴ.­まとめ
　本論では、新潟県内の大学・短期大学における学
生支援・相談機関の設置状況や活動の現状につい
て、アンケート調査を実施した。今回の調査を契機
として、さらに継続的なものとして続けていきた
い。調査を継続していくことは、新潟県内の学生支
援・相談活動の活性化や機関同士の連携促進にもな
ると期待している。
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